




































れている．その 4 年後には，1999～2000 年の男性を対
象とする職場談話をまとめた「男性のことば・職場
編」(5)も刊行され，現在は両者合本の形で再公開されて
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CEJC 全体では 40 名の協力者に収録を依頼している
が，モニタ版では半分に相当する 20 名を対象に，平均
2.5 時間，計 50 時間の会話が対象となっている．協力
者は，5 世代（20 代，30 代，40 代，50 代，60 代以上）
×男女×各 2 名ずつである．ただし収録の進捗の都合
で，40 代女性が 3 名，60 代以上の女性が 1 名となって
いる．
話者数は，延べ 392 名，異なり 237 名である．ここか
らコーパス全体としては延べ約 1,600 名，異なり約 950
名程度となることが推定される．延べ人数の場合の年
齢・性別の内訳を図 4 に示す．40 代 50 代の女性が多め
で 60 代以上の女性が少なめなのは，正にこの世代の女
性協力者の偏りによる．CEJC 全体では協力者の年齢・
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集，no. 15, pp. 75-89, July 2018．
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の話し言葉研究小史─，”専修大人科研月報，no. 282, pp. 39-55,
2016．















ICT が切り開く人文学オープンデータの動向小特集 1-2 話し言葉コーパスの構築と公開 557
図 4 CEJCモニタ版の話者の年齢・性別の分布
図 5 モニタ版と会話行動調査における会話形式・活動の内訳
